
急性心筋梗塞 

 

参加形式： 必須 

 

指標名： 急性心筋梗塞患者におけるアスピリン a.急性心筋梗塞患者における入院後早期アスピリン投与率 

 

定義の要約： 

分子） 分母のうち入院後早期（2 日以内）にアスピリンもしくはクロピドグレルが投与された患者数 

分母） 急性心筋梗塞の診断で入院した患者数 

 

指標の定義・算出方法： 

1. 計測期間において退院した患者を対象とする。 

2. 1 のうち、医療資源を最も投入した傷病名と主傷病名の ICD10 コードが下記である患者を算出する。 

(ア) I21$ 急性心筋梗塞 

3. 2 のうち、入院日を 1 として、退院日が入院後 3 日以降である患者を分母とする。 

4. 分母のうち、E および F ファイル、もしくは EF ファイルにおいて、実施年月日が入院後 2 日以内であり、かつ、

「別表：アスピリンリスト」に該当するレセプト電算コードが含まれる患者を分子とする。 

 

式 単位 

（分子÷分母）×100 ％（パーセント） 

 

その他： 

 

意義： 

心筋梗塞の二次予防としての標準的な診療が行われているかを図る。 

 

留意点： 

禁忌等の患者も含まれるため、値が低く算出される可能性がある。 
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